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(54)【発明の名称】 エレクトロルミネッセンス素子およびエレクトロルミネッセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】  光学素子の発光輝度を所望の設定輝度に調整
することのできるＥＬ素子およびＥＬ表示装置を提供す
る。
【解決手段】  本発明によるＥＬ素子１００において
は、光電変換素子８０が有機発光ダイオード２０の光量
をモニタして、コンパレータ６０が、その光量に対応す
る電圧信号８２と、設定輝度に対応するデータ信号Ｖ

DATA
１４とを比較する。データ信号Ｖ

DATA
１４が大きい

期間中、スイッチトランジスタ７０が導通して、時間と
ともに大きい振幅を示すサーチ信号Ｖ

SEARCH
５２により

コンデンサ１６が蓄電される。電圧信号８２がデータ信
号Ｖ

DATA
１４よりも大きくなった時点でスイッチトラン

ジスタ７０をオフにし、その時の駆動電圧７２を保持す
るため、有機発光ダイオード２０に素子劣化が生じてい
る場合であっても、その発光輝度を、データ信号Ｖ

DATA

１４により定められる設定輝度に等しくすることが可能
となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  所定の色で発光する光学素子と、
光学素子の光量を検出して、この光量に対応する電圧信
号を出力する光電変換素子と、
データ信号を供給するデータ信号供給部と、
前記データ信号と前記電圧信号の大小を比較するコンパ
レータと、
電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を
供給するサーチ信号供給部と、
前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サ
ーチ信号により充電される蓄電部とを備えたことを特徴
とするエレクトロルミネッセンス素子。
【請求項２】  前記光学素子に接続された駆動トランジ
スタをさらに備え、
前記蓄電部の電圧が前記駆動トランジスタのゲート電極
に印加されることにより、前記光学素子に駆動電流が供
給されることを特徴とする請求項１に記載のエレクトロ
ルミネッセンス素子。
【請求項３】  前記サーチ信号供給部は、水平走査信号
に同期して前記サーチ信号を供給することを特徴とする
請求項１または２に記載のエレクトロルミネッセンス素
子。
【請求項４】  前記サーチ信号供給部は、水平走査期間
内において電圧値が所定の範囲内で変化するサーチ信号
を供給することを特徴とする請求項３に記載のエレクト
ロルミネッセンス素子。
【請求項５】  それぞれ所定の色で発光する複数の光学
素子と、
各光学素子に対して設けられ、各光学素子の光量を検出
して、この光量に対応する電圧信号を出力する光電変換
素子と、
データ信号を供給するデータ信号供給部と、
データ信号と電圧信号の大小を比較するコンパレータ
と、
電圧値が所定の範囲内で連続的に変化するサーチ信号を
供給するサーチ信号供給部と、
前記コンパレータによる比較結果が切り替わるまで、サ
ーチ信号により充電される蓄電部とを備えたことを特徴
とするエレクトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エレクトロルミネ
ッセンス素子およびエレクトロルミネッセンス表示装置
に関し、特に光学素子の発光輝度を調整する技術に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】有機エレクトロルミネッセンス表示装置
（以下「有機ＥＬ表示装置」ともいう）は自己発光のた
め液晶パネルに比べて視野角が広く、またバックライト
が不要なため薄くて軽い表示装置であり、近い将来、液
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晶表示装置に代わるものとして注目されている。とく
に、薄膜トランジスタをスイッチング素子として備える
アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、近年、
実用化に向けて熾烈な開発競争の最中にある。
【０００３】図１は、従来のアクティブマトリクス型の
有機ＥＬ表示装置の１画素分の回路構成を示す。各画素
には、アドレストランジスタ１０、コンデンサ１６、駆
動トランジスタ１８および有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）２０が含まれている。水平走査信号Ｖ

SCAN
１２をア

ドレストランジスタ１０のゲート電極に入力することに
より、画素のアドレスが指定され、データ信号Ｖ

DATA
１

４をアドレストランジスタ１０のドレイン電極に入力す
ることによって、駆動トランジスタ１８を起動するため
の電圧が供給される。水平走査信号Ｖ

SCAN
１２が「ハ

イ」の場合、データ信号Ｖ
DATA

１４によりコンデンサ１
６が充電されて電荷が蓄えられ、コンデンサ１６の電圧
が駆動トランジスタ１８の閾値電圧を超えると、駆動ト
ランジスタ１８が導通して、有機発光ダイオード２０が
発光する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】有機発光ダイオード２
０の発光輝度は、コンデンサ１６の電圧によって定ま
る。したがって、発光輝度－電流特性が既知の有機発光
ダイオード２０と、ゲート電圧－電流特性が既知の駆動
トランジスタ１８を用いれば、コンデンサ１６の蓄積電
荷をこれらの特性に基づいて所望の値に設定することに
より、有機発光ダイオード２０の所望の発光輝度を得る
ことができると考えられていた。このような知見に基づ
き、従来はデータ信号Ｖ

DATA
１４の振幅を設定すること

により、有機発光ダイオード２０の発光輝度の設定を行
っていた。
【０００５】しかしながら、有機発光ダイオード２０
は、その点灯時間や発光輝度に応じて経年変化による輝
度劣化を生じ、また発光色ごとにその劣化速度も異なっ
ている。そのため、製造時には既知であった有機発光ダ
イオード２０の発光輝度－電流特性も、時間の経過とと
もにズレが生じてくる。また、製造バラツキにより、有
機ＥＬ表示装置における全ての有機発光ダイオード２０
が、全く同一の発光輝度－電流特性を有しているわけで
はない。そのため、データ信号Ｖ

DATA
１４により輝度調

整を行っても、実際には所望の発光輝度を得ることは困
難であったという問題がある。特に同一位置に同一画像
を長時間表示させるような使用を行っている場合には、
一部の有機発光ダイオード２０の発光特性が劣化するこ
とにより画面に焼付きが発生し、表示装置としての品質
が著しく損なわれる現象が認められている。
【０００６】そこで、本発明は、上記の課題を解決する
ことのできるＥＬ素子およびＥＬ表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明の一つの態様は、所定の色で発光する光学素
子と、光学素子の光量を検出してこの光量に対応する電
圧信号を出力する光電変換素子と、データ信号を供給す
るデータ信号供給部と、前記データ信号と前記電圧信号
の大小を比較するコンパレータと、電圧値が所定の範囲
内で連続的に変化するサーチ信号を供給するサーチ信号
供給部と、前記コンパレータによる比較結果が切り替わ
るまで、サーチ信号により充電される蓄電部とを備えた
エレクトロルミネッセンス素子を提供する。光学素子
は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Organic Light Em
itting Diode）や無機発光ダイオードなどの発光素子で
あってよい。蓄電部は代表的にはコンデンサであってよ
い。また、光電変換素子は、代表的にはフォトダイオー
ドやフォトトランジスタなどの受光素子であり、光が入
射されることによりその光量に応じた電気信号を生成す
る機能を有するものであればよい。この本発明の態様に
おいては、光電変換素子は、光量に対応する電圧信号を
出力する機能を有する。この光電変換素子を用いて光学
素子の光量をモニタすることにより、光学素子の発光輝
度を所望の設定輝度に保つことが可能となる。
【０００８】この有機エレクトロルミネッセンス素子
は、前記光学素子に接続された駆動トランジスタをさら
に備え、前記蓄電部の電圧が前記駆動トランジスタのゲ
ート電極に印加されることにより、前記光学素子に駆動
電流が供給される。アクティブマトリクス型の有機エレ
クトロルミネッセンス表示装置において、前記サーチ信
号供給部は、水平走査信号に同期して前記サーチ信号を
供給してもよい。前記サーチ信号供給部は、水平走査期
間内において電圧値が所定の範囲内で変化するサーチ信
号を供給することが好ましい。
【０００９】本発明の別の態様は、それぞれ所定の色で
発光する複数の光学素子と、各光学素子に対して設けら
れ、各光学素子の光量を検出して、この光量に対応する
電圧信号を出力する光電変換素子と、データ信号を供給
するデータ信号供給部と、データ信号と電圧信号の大小
を比較するコンパレータと、電圧値が所定の範囲内で連
続的に変化するサーチ信号を供給するサーチ信号供給部
と、前記コンパレータによる比較結果が切り替わるま
で、サーチ信号により充電される蓄電部とを備えたエレ
クトロルミネッセンス表示装置を提供する。光電変換素
子を用いて光学素子の光量をモニタすることにより、光
学素子の発光輝度を所望の設定輝度に保つことが可能と
なる。
【００１０】なお、以上の構成要素の任意の組合せや組
み替えも、本発明の態様として有効である。
【００１１】
【発明の実施の形態】図２は、本発明の実施の形態に係
るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における
有機ＥＬ素子１００の１画素分の回路構成を示す。有機
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ＥＬ表示装置においては、それぞれ所定の色で発光する
複数の画素がマトリクス状に配置され、カラー表示を実
現する。有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子１００の回
路構成を画素数分備える。
【００１２】有機ＥＬ素子１００は、アドレストランジ
スタ１０、コンデンサ１６、駆動トランジスタ１８、有
機発光ダイオード２０、タイミング制御部２４、走査信
号供給部３０、データ信号供給部４０、サーチ信号供給
部５０、コンパレータ６０、スイッチトランジスタ７０
および光電変換素子８０を備える。このうち、信号供給
用の構成として、走査信号供給部３０は、水平走査信号
Ｖ
SCAN

１２をアドレストランジスタ１０のゲート電極お
よびサーチ信号供給部５０に供給し、データ信号供給部
４０は、データ信号Ｖ

DATA
１４をアドレストランジスタ

１０のドレイン電極に供給する。データ信号は、有機Ｅ
Ｌ表示装置の画面に表示される画像を構成する映像信号
であって、有機ＥＬ表示装置に備えられるアンテナを通
じて外部から供給されてもよく、また有機ＥＬ表示装置
内部においてＭＰＵ（Micro Processing Unit）などに
より生成されてもよい。なお、このデータ信号Ｖ

DATA
１

４は、１画素分のデータ信号を示している。本明細書に
おいて、ドレイン電極とソース電極は、互いに入れ替わ
って構成されてもよいことに留意されたい。サーチ信号
供給部５０は、電圧値が所定の範囲内で連続的に変化す
るサーチ信号Ｖ

SEARCH
５２をスイッチトランジスタ７０

のドレイン電極に供給する。サーチ信号供給部５０は、
水平走査信号Ｖ

SCAN
１２に同期してサーチ信号Ｖ

SEARCH

５２を供給する。水平走査信号Ｖ
SCAN

１２およびデータ
信号Ｖ

DATA
１４の供給タイミングは、タイミング制御部

２４により制御される。なお、図２においてサーチ信号
Ｖ
SEARCH

５２の供給タイミングが水平走査信号Ｖ
SCAN

１
２により制御されているが、この供給タイミングはタイ
ミング制御部２４により制御されてもよい。
【００１３】光電変換素子８０は、有機発光ダイオード
２０の光量を検出して、この光量に対応する電圧信号を
出力する。例えば、光電変換素子８０は、フォトダイオ
ードやフォトトランジスタなどにより構成され、有機発
光ダイオード２０の光量を正確に検出するために、外界
からの影響を受けず且つ有機発光ダイオード２０に対向
する位置に設けられてもよい。光電変換素子８０は、コ
ンパレータ６０およびスイッチトランジスタ７０、駆動
トランジスタ１８などとともにフィードバックループを
形成し、有機発光ダイオード２０の光量をモニタして、
他のフィードバック構成とともに有機発光ダイオード２
０の発光輝度が設定輝度となるように駆動トランジスタ
１８のゲート電極に印加する駆動電圧７２を調整する役
割を担う。データ信号供給部４０は、有機発光ダイオー
ド２０の発光輝度と光電変換素子８０の出力との関係に
基づいて、設定輝度に相当する電圧値を示すデータ信号
Ｖ
DATA

１４を出力する。
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【００１４】コンパレータ６０は、アドレストランジス
タ１０のソース電極から出力されるデータ信号４２と、
光電変換素子８０から出力される電圧信号８２の大小を
比較する。データ信号４２の方が大きい場合、コンパレ
ータ６０は、「ハイ」である比較結果信号６２をスイッ
チトランジスタ７０のゲート電極に出力して、スイッチ
トランジスタ７０をオンにする。スイッチトランジスタ
７０が導通している間、サーチ信号Ｖ

SEARCH
５２は時間

の経過とともに大きい電圧値を示すように連続的に変化
し、コンデンサ１６に蓄積される電荷量は次第に大きく
なっていく。駆動トランジスタ１８の駆動電圧７２が大
きくなると、有機発光ダイオード２０に供給される駆動
電流も大きくなり、発光輝度も高くなるため、光電変換
素子８０から出力される電圧信号８２の振幅も大きくな
って、ある時点でアドレストランジスタ１０から出力さ
れるデータ信号４２の振幅を超えることとなる。このと
き、コンパレータ６０による比較結果が切り替わり、コ
ンパレータ６０は「ロー」である比較結果信号６２を出
力して、スイッチトランジスタ７０をオフにする。コン
デンサ１６には、データ信号Ｖ

DATA
１４により設定され

た発光輝度を実際に得るための電荷が蓄積され、次の水
平走査信号Ｖ

SCAN
１２が供給されるまでの間、有機発光

ダイオード２０の発光輝度を所望の値に保持する。
【００１５】このように、本実施の形態における有機Ｅ
Ｌ素子１００は、実際の有機発光ダイオード２０の光量
をモニタして、その光量に対応する電圧信号８２の振幅
が、設定輝度に対応するデータ信号Ｖ

DATA
１４（４２）

の振幅よりも大きくなった時点の駆動電圧７２を保持す
るため、有機発光ダイオード２０の発光輝度を、データ
信号Ｖ

DATA
１４により定められる設定輝度に等しくする

ことが可能となる。このようなフィードバックをかける
ことにより、素子劣化が生じている場合であっても駆動
トランジスタ１８の駆動電圧７２をその分引き上げて設
定するため、本実施の形態における有機ＥＬ素子１００
は、データ信号Ｖ

DATA
により設定された所望の発光輝度

を得ることが可能となる。
【００１６】図３は、有機ＥＬ素子１００における各信
号の振幅およびタイミングを示すタイミングチャートで
ある。理解を容易にするために、回路内の電荷の漏洩や
電圧降下分については無視する。水平走査信号Ｖ

SCAN
１

２およびデータ信号Ｖ
DATA

１４が所定のタイミングでア
ドレストランジスタ１０に供給される。データ信号Ｖ

DATA
１４の振幅はＶ

ref
である。水平走査信号Ｖ

SCAN
１

２のハイ期間は、水平走査期間に相当する。サーチ信号
Ｖ

SEARCH
５２がこの水平走査信号Ｖ

SCAN
１２に同期して

スイッチトランジスタ７０に供給される。この例では、
駆動トランジスタ１８がＮＭＯＳトランジスタで構成さ
れるため、サーチ信号Ｖ

SEARCH
５２がＶ

L
からＶ

H
の範囲

内で連続的に電圧値を大きくするように設定されている
が、駆動トランジスタ１８がＰＭＯＳトランジスタで構

6
成される場合には、サーチ信号Ｖ

SEARCH
５２はＶ

H
から

Ｖ
L
まで連続的に電圧値を小さくするように設定され

る。いずれの場合であっても、駆動トランジスタ１８の
駆動電圧７２を水平走査期間内に設定する必要があるた
め、サーチ信号Ｖ

SEARCH
５２は、水平走査期間内にＶ

L

を下限とＶ
H
を上限とした範囲内で変化するように設定

される。
【００１７】水平走査信号Ｖ

SCAN
１２およびデータ信号

Ｖ
DATA

１４がアドレストランジスタ１０に入力される
と、データ信号４２がアドレストランジスタ１０から出
力される。水平走査期間の初期にはデータ信号４２が電
圧信号８２よりも大きいため、コンパレータ６０の比較
結果信号６２はハイとなり、ＮＭＯＳトランジスタであ
るスイッチトランジスタ７０が導通する。コンデンサ１
６には、駆動トランジスタ１８のゲート電極に印加され
る駆動電圧７２が設定される。この駆動電圧７２は、ス
イッチトランジスタ７０が導通されている間、供給され
るサーチ信号Ｖ

SEARCH
５２に応じて大きくなる。駆動ト

ランジスタ１８が導通することにより、有機発光ダイオ
ード２０に駆動電流が流れ、有機発光ダイオード２０が
発光する。この発光は光電変換素子８０により検出され
て、電圧信号８２に変換される。
【００１８】電圧信号８２がデータ信号４２の振幅Ｖ

ref
を超えると、コンパレータ６０の比較結果信号６２

が切り替わりローとなる。それにより、スイッチトラン
ジスタ７０のゲートがオフとなり、駆動電圧７２が、そ
のときの電圧値に保持される。コンデンサ１６の容量
は、この駆動電圧７２を次の水平走査信号Ｖ

SCAN
１２が

くるまで保持する程度に大きいことが好ましく、その場
合には有機発光ダイオード２０の発光輝度を所望の値に
一定に保つことが可能となる。
【００１９】以上、本発明を実施の形態をもとに説明し
たが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態に記載の範
囲には限定されない。上記実施の形態は例示であり、そ
れらの各構成要素や各処理プロセスの組合せに、さらに
いろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も
本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところで
ある。なお、実施の形態においては、ＥＬ素子が有機発
光ダイオードを有した有機ＥＬ素子の場合を例にとり説
明したが、本発明はこれに限らず、ＥＬ素子は、無機発
光素子を光学素子として備えた無機ＥＬ素子であっても
よいことは当業者に理解されるところである。
【００２０】また、図２においては有機発光ダイオード
２０のアノードが電源電圧Ｖ

LED
に接続されており、駆

動トランジスタ１８がＮＭＯＳトランジスタで構成され
ているが、有機発光ダイオード２０のカソードが接地さ
れてもよく、その場合には駆動トランジスタ１８がＰＭ
ＯＳトランジスタで構成されるのが好ましい。そのとき
には、図４に示すように、サーチ信号Ｖ

SEARCH
５２は、

水平走査期間においてＶ
H
からＶ

L
に連続的に小さくな
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7
り、図３に示したサーチ信号Ｖ

SEARCH
５２を反転した信

号となる。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、光学素子の発光輝度を
所望の設定輝度に調整することのできるＥＬ素子を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  従来のアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表
示素子の１画素分の回路構成を示す図である。
【図２】  本発明の実施の形態に係るアクティブマトリ
クス型の有機ＥＬ表示装置における有機ＥＬ素子の１画
素分の回路構成を示す図である。 *

8
*【図３】  有機ＥＬ素子における各信号の振幅およびタ
イミングを示すタイミングチャートである。
【図４】  水平走査期間において連続的に小さくなるサ
ーチ信号の振幅波形を示す図である。
【符号の説明】
１０・・・アドレストランジスタ、１８・・・駆動トラ
ンジスタ、２０・・・有機発光ダイオード、２４・・・
タイミング制御部、３０・・・走査信号供給部、４０・
・・データ信号供給部、５０・・・サーチ信号供給部、
６０・・・コンパレータ、７０・・・スイッチトランジ
スタ、８０・・・光電変換素子、１００・・・有機ＥＬ
素子。

【図１】

【図２】

【図４】
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